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北海道炭礦汽船株式会社

代表取締役　藤瀬 裕 様

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　強制連行・強制労働犠牲者を考える北海道フォーラム

　　　　　　　　　　　　　　　　　共同代表　席　占明　（北海道華僑総会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　殿平善彦　（浄土真宗本願寺派一乗寺）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古賀清敬　（日本キリスト教会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薛　鎭鐵　（在日本大韓民国民団北海道本部）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蔡　鴻哲　（在日本朝鮮人総聯合会北海道本部）
　                                            要　請　書
　貴社におかれましては、現代における企業の歴史的、社会的責任を自覚され、重要な社会貢献を続けてこられたことに、深く敬意を表するものです。

　さて、私どもは本願寺札幌別院（北海道札幌市）に、戦後、未返還のまま寺院納骨堂に残されてきた101体の朝鮮人、中国人強制連行犠牲者の遺骨の存在を知ったことから、遺骨問題の解決のために2003年2月に結成された市民団体です。爾来、今日まで、北海道において発見された未返還遺骨の発見と、遺骨のご遺族への返還に取り組んできました。

　この度私たちは市民の手で、戦時中北炭赤間鉱に強制動員され犠牲となったご遺骨一体を韓国のご遺族にお返しすることになりました。

　そのご遺骨は、創氏改名を「安川龍文」さん、本名を趙龍文(チョウ・ヨンムン)さんと申します。趙龍文さんは、朝鮮慶尚南道泗川出身で、赤平市豊里73番地の北炭赤間鉱第一協和寮に居住し、昭和20年10月26日に死亡しました。死因は、胃痙攣及び心臓麻痺とされています。趙龍文さんは、北炭赤間炭鉱で坑内運搬員として働いていたと考えられます。

　遺骨をお預かりしてきた宝性寺ではこれまで丁寧に供養され安置されてきましたが、韓国政府の日帝強占下強制動員被害真相糾明委員会のご協力で、2005年に犠牲者の甥にあたる趙榮奎（チョウ・ヨンギュ）さんと連絡が取れ、ご遺族も遺骨をお受取になるとのことで、この度の返還をすることとなりました。

　つきましては、遺骨返還に際し、直接の雇用関係にあったと思われる貴社に対し可能な関与をお願いいたしたく以下の事項を要請する次第です。

　1.　2月16日午前10時より赤平市宝性寺で開催される追悼法要にご参列いただきたい。

また、24日午後1時より西本願寺札幌別院で開催する追悼法要にご参列いただきたい。

　2.  赤平、札幌での追悼法要に、貴社から遺族への心あるメッセージをお寄せいただきたい。

　3.  北炭赤間鉱の朝鮮人強制動員の実態、労働の様子、生活の様子、死亡に至る状況など、犠牲者のご遺族にお伝えすべき情報の提供をおねがいします。

　4.  犠牲者趙龍文さんの未払い金の有無、厚生年金などの有無を調査されご遺族にご説明いただきたい。

　貴社の誠意ある対応をご検討くださいますことをご期待申し上げ、ご回答をお待ち申し上げる次第です。

以上
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　　　　　　　　　　　強制連行・強制労働犠牲者を考える北海道フォーラム
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